
〇 2024/8/20 火の親

地区 講名 ふりがな 氏名 時期 理由 建屋 名称 ふりがな 所在 講員数 通常数 長名 会則 運営費 月次 月　　行事４ その他 祝詞1 祝詞2 祝詞3 祝詞4 祝詞5 祝詞6 祝詞7 祝詞8 祝詞9 祝詞10 名称 ふりがな 所在 その他 参拝1 参拝2 参拝3 参拝4 参拝５ その他 頻度 参加者 日程 前行事 留守行事 後行事 その他 有無 装束 墓地 梵天 その他 有無 マニ ュ アル 作成時期 色 本数 写真 その他 有無 表題

1 姉崎 姉崎 養清坊 　 　

2 姉崎 今津朝山・三ケ郷 能蔵院八日講 のうぞういんようかっこう 鈴木　郁夫 活動中 神林坊 寺 能蔵院・三ケ郷公民館のうぞういん 今津朝山504 30～40 4 火の親無（昔からの慣習による決め事はある）都度 大日如来 八日講 八日講：毎月 8日前後の日曜日　地区の行人の葬儀・供養 三山神拝詞（三山御縁起　別紙参照）　 三山登拝記念碑（三山塚） さんやまとうはいきねんひ（さん
やまつか）

今津朝山584
行人の葬儀に色梵天を立
て供養するため葬儀の折
に整備管理する。

登拝報告 梵天供養 草刈り４月　８月 不定期（行人の人数が集まった時）講員のみ ３泊４日～４泊５日行宿参集（白装束の配布
路銀授与など）

特になし 同行人の三山供養記念碑の建立が一番の目標となる。（梵天供養）昔は三山登拝の翌年は富士参りを
行っていた。

有 行衣宝冠 一般墓地 葬儀用（色梵天）　　
行人の墓に白梵天１本立てる。行衣
を着て行人役員（４名）で三山御縁起
唱拝。

有 無 梵天供養の事前準備の時・ 葬儀の折随時 白 行人の人数分　 無

2011年11月27日に今津朝山地区で三十数年ぶりの梵天供養が
執り行われた。出羽三山の供養塔（石碑）を建立し、梵天塚には
新行人のかわりに木剣（木製の剣）が埋葬される。行人の名前
を刻んだ先祖の石碑が周囲に並ぶ。塚には行人の人数分の梵

3 姉崎 今津朝山・宿 延命寺三山講 えんめいじさんやまこう 潤間　昭夫 活動中 神林坊 寺 延命寺 えんめいじ 今津朝山401 34 4 火の親無（昔からの慣習による決め事はある）　八日講都度に1000円徴収　埋葬時に供養料などの寸志で活動　賽銭大日如来 八日講 八日講：毎月第2日曜日　地区の行人の葬儀・供養 三山神社拝詞より選択 三山登拝記念碑（三山塚） さんやまとうはいきねんひ（さんや
まつか）

今津朝山584

　行人の葬儀に色梵天を立
て供養するため葬儀の折に
整備管理する。

登拝報告 梵天供養 草刈り４月　８月 不定期（行人の人数が集まった時）講員のみ 3泊4日
行宿参集（白装束の配布
先達・火の親から路銀授
受など）

特になし同行人の三山供養記念碑の建立が一番の目標となる。（梵天供養）昔は三山登拝の翌年は富士参り
や伊勢参りを行っていた。

有 行衣宝冠 一般墓地 葬儀用（色梵天）　　
法螺貝を先頭に竹竿に五色の色梵天
を立てる。行衣を着て行人役員（5名）
で三山拝詞。

有 無 梵天供養の事前準備の時・ 葬儀の折随時 白 行人の人数分　有三年に一回行堂の梵天を新調する。無
2011年11月27日に今津朝山地区で三十数年ぶりの梵天供養が
執り行われた。出羽三山の供養塔（石碑）を建立し、梵天塚には
新行人のかわりに木剣（木製の剣）が埋葬される。行人の名前

〇 姉崎 今津朝山・内出 八日講 ようかっこう 潤岡田　博文 活動中 神林　勝全 寺 金蔵院　内出公民館 金蔵院であったが、延命寺や能蔵院に里周りしていた。こんぞういん 今津朝山740 不明 3 火の親無（昔からの慣習による決め事はある）　都度徴収 大日如来 八日講 八日講：八日講：毎月 8日前後の日曜日 2～3月頃に旦那場廻りがあり、神林神官を招いて拝詞する行事があったが、コロナにより休止している。三山神社拝詞より選択 三山登拝記念碑（三山塚） さんやまとうはいきねんひ（さんや
まつか）

今津朝山584　現
在、千種三丁目に住
所変更。

　町内の一斉清掃時意外に
も、有志の方が随時清掃し
ています。

登拝報告 梵天供養
４月と８月の一
斉清掃時。　名
称：　草刈り

現在は休止中　講員のみ 3泊4日 行宿参集（白装束の配布
路銀授与など）

特になし同行人の三山供養記念碑の建立が一番の目標となる。（梵天供養）消防団などの有志で拝する時もあ
る。

現在は中止。　行衣宝冠 一般墓地 葬儀用（色梵天）　　
行人の墓に5色の色梵天を立てる。行
衣を着て行人役員で三山御縁起唱
拝。

有 無 梵天供養の事前準備の時・ 葬儀の折随時 白　色行人の人数分　有三年に一回行堂の梵天を新調する。無 時代の流れで若者の考え方の違いにより、神仏が忘れられてい
る状況で残念です。

4 姉崎 不入斗 不入斗出羽三山行人会いりやまずでわさんざんぎょうにんかい 齋藤　剛 活動中 養清坊 寺 薬王寺 やくおうじ 不入斗62 46 15 無 会費 大日如来 6月 虫梵天 10月 お礼梵天 6.10月お塚刈り 虫梵天、お礼梵天ともに作成後水神社（薬王寺境内）に立て拝む大祓詞 三山祝辞 三山拝詞 お塚
不入斗290 6.10月お塚刈り 草刈り 4～5年毎 一般募集 2泊3日 2014年頃が最後 有 行衣宝冠 一般墓地 通常 有 有 6月虫梵天 10月お礼梵天 3×1 有 無

先輩行人によると登拝は元禄時代より始まり享保に参拝者氏名
が記録されている（養清坊宿帳）　出羽三山信仰は米麦作りを
本位として農家の五穀豊穣・無病息災の願いを求め出羽三山
詣の普及に繋がったと思います。　現在は年2回のお塚刈り。梵

5 姉崎 柏原 昭和会 （鎗田功氏調査） 解散 令和5年3月 引き継ぐ人がなくなってきている 養清坊 寺 40（max120） 40 有 都度 1月 新年会 7月 草刈り 3～4年前まで新年会（35名程度参加）その後中止 草刈：柏原町会一斉草刈り祝詞をあげていたが 題名は不明 供養塚（三山塔） 柏原墓地内 終了 跡取りの参加が多い 昭和60年頃終了 有 行衣宝冠 一般墓地 通常 7色の幟を持ち鐘を鳴らし墓地まで送
る

後後継者がなく継承が困難となっている

6 姉崎 片又木 出羽三山片又木講 でわさんざんかたまたぎこう 齋藤　弘 活動中 宮田坊 戸建 行屋 ぎょうや 45 20 火の親 無 年会費 大日如来 1月 寒行 6月 虫行 8月 お塚刈り 祓詞 三語拝詞 三山拝詞 祈願詞 お塚 おつか 泉台 梵天埋納 お塚刈り 不定期 一般募集 2泊3日 有 有 有 虫行時 白 1本×1

7 姉崎 椎津 椎津三山講 活動中 大行坊 戸建 行宿 ぎょうやど 椎津八坂神社境内 50 10 先達 無 年会費 出羽三山掛軸 八日講 　1月 正月講 　6月 お塚刈り 10月 お塚刈り 祓詞 神棚拝詞 祖霊拝詞 大祓詞 三語拝詞 三山拝詞 三山祝辞 祈願詞 供養塚
くようつか

椎津字中林
行宿脇に分祀の供養塚あり 登拝報告 梵天埋納 草刈り ２～3年毎 一般募集 2泊3日 拝み・安全祈願 登拝報告 有 行委宝冠 一般墓地 通常 有 有 正月講 白 1本×4 有 無

8 姉崎 白塚 養清坊 　 白塚三山塚 しらつか 白塚字白塚台

9 姉崎 立野 　 立野三山塚 たての 立野字笹標

10 姉崎 豊成 養清坊 　 豊成供養塚 とよなり 豊成字蔵沢台

11 姉崎 永藤 永藤八日講 ながふじようかこう 小出欣幸 活動中 養清坊 寺 西光院 さいこういん 不入斗1406 11 6 火の親 無 都度 8月 八日講 8月 お塚刈り 三山拝詞 祈願詞 永藤供養塚 ながふじくようつか 不入斗字堀ノ内1383 梵天埋納 草刈り 不定期 一般募集 2泊3日 有 行衣宝冠 一般墓地 葬儀用 有 有 新規入講者 色 3本X1

12 姉崎 畑木 養清坊 　 畑木三山塚
小明供養塚

はたぎ
こみょう

畑木瓜ヶ作
畑木字小明

13 姉崎 深城 深城出羽三山神社参拝講ふかしろでわさんざんじんじゃさんぱいこう豊田博 活動中 養清坊 公民館 深城青年館 ふかしろせいなんかん深城 26 7 世話役代表 有 会費 鏡 1月 八日講 4月 八日講 8月 お塚刈り 10月 八日講 嘗ては毎月8日に八日講を行っていた。 払詞 三語拝司 深城三山塚 ふかしろ 深城字東端山 草刈り 不定期 一般募集 無 一般墓地 無 嘗ては作っていた 無 （会則受領） 若者の参加がなく将来に不安

14 姉崎 迎田 養清坊 　 迎田三山塚 むかえだ 迎田字ゴーナイ谷

14 姉崎 　

15 姉崎 　

16 姉崎 　

17 姉崎 　

18 姉崎 　

19 姉崎 　

20 姉崎 　

活動場 組織 運営 祀神仏 行事
月　　行事３

梵天 古記録 その他
月　　行事１ 月　　行事２

祝詞 供養塚 供養塚参拝 出羽三山登拝 行人葬儀

１姉崎地区

加除 講
活動状況 宿坊記入者 解散時期


